
 

●交流・連携は手段であり、なぜ交流・連携するのか、中国圏内では歴史・文化へ

の着目や社会的サービスの維持・充実などの目的を明確にすることが必要。 

●対外的には，産業資源を活かしたブロックをまたがる産業集積の形成，環境管理

技術を活かした国際交流拠点（国際貢献）機能強化などの視点から，中国圏の独

自性・個性の発揮が必要。 

●２１世紀の成長産業で地域活性化への大きな効果が期待できる観光に注目し，観

光の連携により地域のポテンシャル・魅力を高めることが必要。また，従来型の

観光は低迷しており，産業観光等の新たな観光や，世界遺産等の地域資源を活か

したインバウンド観光の振興が必要。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●国際的な競争原理の中で，中国圏の産業クラスターはどのような競争戦略を描く
のか。産業クラスター間の広域連携による産業融合，コスト競争力を強化するイ
ンフラ整備等がポイントになる。 

●産業の国際競争力や中国圏内の経済循環のため，都市型サービスに注目する必要
がある。サービス業の生産性向上を図る「サービス・イノベーション」という視
点や集積拠点の整備を検討する必要がある。 

●中小都市圏が小規模な経済圏としてできるだけ自立性を高めていくという視点
を検討項目に入れていく必要がある。 

●中山間地域が供給できる基礎的な素材を加工して移出産業とする振興方策に近
接地域で連携して取り組む必要がある。地域で商品化するには，農･工･商等の連
携が必要である。 

●ものづくりのほか、サービス業の人材育成に力を入れる必要がある。サービス業
の人材育成には創造的な環境の整備や、技術的または知的生産の視点を取り入れ
たカリキュラム等が重要である。 

●中山間地域は、食料供給機能や国土保全(水源保全・防災など)機能を有している

が、その機能の維持のためには、通勤圏、生活圏、流域圏などをベースとして、

都市と中山間地域を一体的に捉えるという視点が必要。中国圏は、都市と中山間

地域が隣接・共存し、相互に支え合う関係が強い「都市・環境共生圏」として捉

えられる。 

●都市と中山間地域の関係を模式的に表現した場合には、森林・農地、生活拠点圏、

自立拠点圏という 3つのレベルにそれぞれの役割がある。中国圏の自立のために

は、これらの圏域の役割分担と相互の連携による地域力の強化が必要。 

●中国圏の魅力づくりや圏域のマネジメントを推進する上では、都市と中山間地域

のいずれにおいても「新たな公」の役割が重要になっている。 

【産業活力】
産業集積や地域資源を
活かした新たな挑戦で、
持続的に成長する中国圏

【交流連携】
地域の多様性を

活かした交流・連携で
発展する中国圏

【生活文化】
多彩な自然と文化を
活かして、

豊かな生活を楽しめる中国圏

交流連携による
産業活力の強化

 

  

 

交流連携による
生活文化の向上

生活文化の魅力による
交流連携の誘発

産業活力の魅力による
交流連携の誘発

【戦略的目標】 【基本方向】 

 個性輝く多様な地域の交
流・連携による中国圏の一体
的発展 

■地域アイデンティティと誇り・愛着の高揚 
■都市と中山間地域の多様な交流の拡大 
■都市圏相互の連携による中国圏の活力強化と充実 
■高次な社会的サービス機能の充実 
■地域の産業集積における競争優位の確立と新産業
の創出促進 

他ブロックを含めた交流・連
携により活力・魅力を相乗的
に高める中国圏の形成 

■広域観光、インバウンド観光の振興 
■広域ブロック間の交流・連携の推進 
■環日本海・瀬戸内海地域における経済圏の形成 

世界に開かれた交流・連携を
進めグローバル社会で存在
感を発揮する中国圏の創造 

■産業・企業の国際競争力の強化 
■国際貢献・交流の拡大 

 

【戦略的目標】 【基本方向】 

 国際競争力のある産業の振
興 

■産業・企業の国際競争力の強化 
■地域の産業集積における競争優位の確立と新産業
の創出促進 

■産業の国際競争力を保持するエネルギー環境対策
の推進 

地域資源を活用し，中国圏に
おける経済循環を高める産
業の振興 

■地域の産業競争力に寄与し，広域的な経済循環の核
となる事業支援サービス業の振興 

■地域の経済循環を高め，地域経済の持続を図る産業
の振興 

ブロックを越えた産業連携 ■瀬戸内海を活用した経済圏の形成 
■環日本海地域における経済交流・産業連携の推進

産業を支える人材の育成と
雇用の確保 

【戦略的目標】 【基本方向】 

 中国圏の自立を支える都市
圏，活力の拠点となる都市
圏，生活の拠点となる都市圏
の構築 

■中山間地域と都市地域の連携による中国圏の活力
強化と充実 

■中国圏自立の拠点となる中枢都市圏の構築と発展
■中国圏の活力の拠点となる中核都市圏の充実・強化
■生活の拠点となる生活拠点都市圏の充実 

中山間地域における生活と
産業の再構築と都市との連
携による環境の管理 

■中山間地域の役割の明確化 
■中山間地域の生活サービス機能の確保 
■地域資源を活かした産業の創出 
■都市と中山間地域の多様な交流の拡大 
■中山間地域の森林・農地・自然環境の保全と管理

新たな公を活かした中山間
地域の生活と環境のマネジ
メントや都市の魅力づくり
の推進 

■新たな公の力を活かした中山間地域の生活と環境
のマネジメント 

■新たな公を活かした魅力づくり 
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中国圏内外の交流連携 産業の広域連携と中国圏の特徴となる産業振興 中山間地域と都市との連携，それぞれが果たす役割 

参考資料２

■産業を支える人材の確保・育成 
■多様な人材の活用と雇用の確保 

環日本海・北東アジア交流

環黄海交流

東アジアの均衡ある発展と交流の要として
環日本海・北東アジア地域と環黄海地域を結節

基礎素材・機械製品等の
グローバルな供給拠点として
世界経済の発展に貢献

独自の国際貢献活動により
世界の平和と安定に貢献

中国圏が独自性を発揮する国際貢献分野

人材育成

戦災や災害の復旧・復興支援

平和創造 医療支援

環境技術協力

環太平洋交流


